平成22年度日本OP協会年次総会議事録
開催日時：平成22年11月6日（土）17:30～19:30
開催場所:山口県スポーツ交流村　2F第１研修室
審議に先立ち榊原理事（OP協会）より評議員総数44名に対し、出席評議員数38名（内委任状18名）でOP協会規約（第21条 – 1、総会の定足数及び議決方法）を満たしており本総会が成立したことが報告された。

尚、OP協会会長が所用で出席できなくなったため、国見副会長が議長に選任され、議事録作成をOP協会事務局　榊原和久、署名人を酒井秀夫氏（KMC横浜・東日本）及び松尾英樹氏（広島・西日本）として審議に入った。
1. 議題1（平成22年度各委員会活動報告）
レース委員会、ルール計測委員会、強化・普及・育成・海外派遣委員会、総務・財務渉外・広報委員会の順で本年度の活動及び来年度の計画の報告があり全て原案通り承認された。

　（議事詳細）

(1) レース委員会における、事業内容１　全日本の日程は2009年11月ではなく、10月31日～11月3日となるため修正とする。
2. 議題2（平成22年度会計報告・平成22年度監査報告）

議題２について一括審議された。会計担当理事から詳細な報告があり全て承認された。

その後、周東監事から監査結果の報告があり、会計報告書は公正かつ適正に作成されているとの報告を受け承認された。

3. 補足決議　規約の変更

一昨年に承認された全日本の開催時期変更に伴い、規約の変更を行う必要がある。「日本オプティミストディンギー協会規約　第29条について、「毎年10月1日から翌年9月30日」を「毎年4月1日から翌年3月末日」に変更としたい。また、第19条１）についても「年度終了後3ヶ月以内」から「年度終了後5ヶ月以内」に変更としたい旨の提案があった。これについては、会員登録の年度と会計年度を併せる意味もある。決議権の2/3以上の賛成が必要なことから、質問を求めたが特に質問はなかった。また反対する評議員の挙手を求めたが、反対者はおらず全会一致で規約の変更については承認された。

4. 議題３（平成23年度各委員会計画報告）
レース委員会、ルール計測委員会、強化・普及・育成・海外派遣委員会、総務・財務渉外・広報委員会の順で来年度の計画の報告があり全て原案通り承認された。

　（議事詳細）

(1) 次年度から会計年度が変更となるため、2010年9月～2011年3月末と2011年4月～2012年3月末までの事業計画案となる。平成23年度の事業計画が「その１」と「その２」という形式になることとなる。
(2) 強化・普及・海外派遣委員会から、世界選手権のチームリーダーについては、岡田正和氏、コーチは佐藤麻衣子氏、国代表は浅野秀則会長に決定した。

(3) 強化・普及・海外派遣委員会から、「海外レース・クリニック等への参加について」は、海外レース参加の貴重な経験を会員内で共有し、フィードバックしていくことが目的であることが説明され、参加届提出の協力が要望された。
(4) 北米選手権への派遣については、世界選手権での成績によるため未定であるが、JODAとしては、積極的に推薦していきたい。

（質疑）

　　Q1：東西選手権の日程については、記載の日程で決定なのか。
　　A1：現状は案であり、詳細な日程については主催元となる各地域やクラブと詰めていきたいところである。しかしながら、夏休みの時期に開催することを考慮すると全日本の開催とあわせ案としてこの日程としているが若干に日程変更はあり得る。
　　Q2：2011年の活動日程（案）が12月までとなっているが、2012年3月までの日程はどうなっているのか。
　　A2：2012年の予定については、今後だしていきたいが会員の興味あるのが全日本、東西選手権、海外派遣の時期でありその情報として捉えて欲しい。2012年3月の選考会については、実施場所、日程ともに未定である。
4.　議題4（平成21年度予算案報告）
会計担当理事から詳細な報告があり全て承認された。
（質疑）

　　Q1：2011年度予算案にあるレース委員会の収入の「全日本」という項目での40万円

は何を意味するのか。
　　A1：全日本の開催について、開催ホストに対してＯＰ協会理事の交通費、宿泊費等、役員の運営費として40万円のフィードバックを行ってもらっておりその部分の収入にあたる。
5.　議題５（スポーツ拠点つくり事業への申請）
　　濱本理事長から、政府の事業仕分けの対象に「スポーツ拠点つくり事業」が対象となり廃止となった。「スポーツ拠点つくり事業」が廃止であることからJODAとしてもJODAの事業としては取組が不可能となった旨の説明があった。事業廃止であることから、申請も取りやめる旨について承認された。また、JODAとしては別の補助事業を探して選考会、全日本に使っていきたい旨の説明があった。

6.　議題6 （役員改選）
日本OP協会　選挙管理委員会　委員長　中村公俊氏より理事に5名、監事に１名の立候補があり、締め切り日時（10月8日）、立候補の書面、推薦人名簿とも不備なく受理したことが報告された。
選挙管理委員長より5名の立候補者が理事、１名の立候補者が監事に推薦され、満場一致で承認された。

承認された理事は次の5名。（あいうえお順）
　　　　氏　名　　　　　　　所属クラブ

　　　　河内　孝明（再任）　Ｂ＆Ｇ福岡ジュニアヨット海洋クラブ
　　　　田中　令江（再任）　兵庫県セーリング連盟ジュニアクラブ

　　　　長堀　香津子（再任）　中央区ヨット連盟ジュニアヨットクラブ
　　　　花田　卓教（新任）　光セーリングクラブ

　　　　深沢　文彦（新任）　湘南ジュニアヨットクラブ
退任理事は次の通り。

　　　　荒川　渡・奥村　茂実・濵田　浩司
承認された監事は次の1名。

　　　　氏　　名　　　　　　所属クラブ

　　　　周東　英卿　（再任）　オペレーションスタッフ個人登録
その後、追加の議題がないかを評議員に問い合わせたが特になかった。
休憩をはさみ、第一回理事会が開かれ、新理事長及び会計担当理事が次のように決定し、総会で報告された。

　　　　濱本　徹夫　　理事長
　　　　長堀　香津子　会計担当理事

以上を以て、平成22年度日本OP協会年次総会は終了した。
議事録作成日：　平成22年11月12日

作成者：　榊原　和久（OP協会事務局・理事）

議事録署名人：　酒井　秀夫　（評議員）

　　　　　　　　松尾　英樹　（評議員）
PAGE  
2

